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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・播摩　克子様～主治医よりハップスター4袋処方
・木村　光夫様～主治医代行でピコスルファートＮａ内用液2本処方
・板橋　利美様～市民病院腎臓内科受診のため外出。採血結果より腎機能は安定しているとの事。次回受診はR6.2.5(月)10:50までに来院するようにとのこと。今回受診の移送費に関する書類は郵送準備済。
・久保　興介様～携帯電話修理のため、母様付き添いで外出。帰院後母様から架電。外出状況の報告との事。昼食はラーメン、マグセットを全部食べたとの事。その後、ギターを弾きたいと言われ部屋で弾いていたので居間で弾いてと言い弾くが今流行の音楽が分からず、「音楽分からないね」と言った後
自身も曲に合わせて弾けない事に苛々してきたようで徐々に表情が険しくなり、いきなり「自分を何で生んだのか」や「こんなふうになったのは両親のせいだと」暴言を発していたとの事。自己嫌悪になってしまっていたと考えられるが、入院生活が長いと周囲の人の影響もあると思うので青山荘入所を早めに進めてもらいたいとの事。11月に後1回外出をさせたいとのことで日にちは20日から30日までと考えているが久保様の気分が良い時等を考えて後日日にちを連絡すると言い終話している。
・沼田　ゆき子様～PSW西舘さんより連絡あり、みちのく記念病院から転院可と報告あり。妹様にみちのく記念病院の相談員（しもはしばさん）に連絡して頂き入院日の調整をして欲しいとの事でした。担当スタッフよりご家族に連絡する予定。
＜週間予定＞
6日（月）：板橋　利美様（10：00～15：00）市民病院腎臓内科受診のため外出

久保　興介様（12：00～16：00）携帯電話修理のためご家族と一緒に外出
　　　　　定期採血

7日（火）：定期採血
8日（水）：定期寝具交換、
　　　　　冨田　幸生様～（10：00～13：00）自宅外出

　　　　　船場　幸子様～（10：00～11：00）入院費支払いにてお金引き落とし目的外出

9日（木）：吉田守幸様～（10：30～14：00）八戸日赤病院泌尿器科受診のため外出
　　　　　定期採血

10日（金）：河村　哲久様～よこまちに買い物の為外出
　　　　　  木村　光夫様～銀行へお金引き落としのため外出
11日（土）：SST
＜要注目患者様＞　
・小笠原　文人様～スタッフオフイスに来られるまで、時間要し様子見られるがジェスチャ―表現され日課を行い自発的発語は少ないが腕に巻く血圧計が欲しいと小声で話してくる状況もあった。
・播摩　克子様～朝食後入浴準備の為、私物整理している様子見られていた。疼痛有無には歩く時に足を踏み込む時が激痛があると話されていた。行動範囲を徐々に拡大していけばいいと思うから無理せずに車椅子を押しての動作はいいと思うが助言に納得され入浴したい事を強く希望されていた。
・河村　哲久様～昨日の準夜帯でラジカセ使用の為病室入り口付近を遮る形になるため
他の同室者やスタッフへも声掛けしておく必要はあった事説明。ガムテープを延長コード貼り付けの為、床に貼る行為も同様今後は同室者に一言声をかけてから病室コンセント使用していく事で本人、同室者も了承していたが本日の日中廊下歩行時、挨拶するも視線も合わせず前方だけ見て歩行している。終始表情の硬さあり。易怒性はなし硬い表情で頭が痛いから頓服飲みたいと訴えあるため、頭痛時、ポンタールカプセル250ｍｇ1cap与薬する。その後も、男性スタッフに売店の買い物に行かないと怒り口調ではなしている場面見られていた。引き続き、情緒不安定さの度合いを確認し、他者とトラブルに至らない様に言動に注目していきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜柞木田Dr診察状況＞　　　　
・滝田　英人様～本日の日中77～80/37mmＨｇ値。息苦しさを訴えるも妄想発言が活発な事を報告。診察時も軽く息苦しいが大丈夫なのは大丈夫。最近乱れているが、さほどではない。話しが急に持ち上がってしまって、考えが走ってしまう。カローナさんが子どもを連れて面会に来た。カローナさんは社長の娘で、カルメンだ。ダブっている。自分はアップル会社の受賞の対象になっていて、アップル会社のスパイだった等まとまりなく話され多弁となり妄想言動が聞かれた。オランザピンＯＤ錠２．５ｍｇ「明治」 1 錠 1×就床前薬増量となり、臨時薬で本日の寝る前から9日分処方となる。
・船場　幸子様～本人より、足の痛みは少しあると話す。また、右足の第2趾から第4趾の発赤、表皮の荒れが著しいため、皮膚科診察受診する様に言われ掻痒感があるため掻いていたと話されている。
・播摩　克子様～痛みがないときは、車椅子を押している様子みられていた事を報告。本人より、調子は良くなく足が痛い、歩くと痛くなりますと訴えていた。継続で明日よりロキソプロフェンＮａ錠６０ｍｇ 3 錠  1日3回　毎食後　8日分 、ランソプラゾールＯＤ錠１５ｍｇ 1 錠  　1日1回　朝食後　8日分 臨時薬処方となる。
・出河　攻様～大腿部の痛みの訴えなく過ごしている事を報告。本人からも痛みがなくて最高にいいですと笑顔で話していた。採血の結果、血糖値異常なく、ＨｂＡ1ｃ値も様子みていい事を伝えて終了している。
・中村　和夫様～調子は同じで早く退院したい事を強調していた。再度施設入所調整のためご家族連絡し入所できる場所を確保する様指示あり。また、本人には、連絡待ちだからと説明に納得。現在便秘気味のため、ピコスルファートＮａ内用液を連日飲むのは腸にもよくない事を伝え、今日の夕から１２６ツムラ麻子仁丸エキス顆粒 1 包  1日1回　夕食前　9日分処方となる。
・和田　シュン様～お腹の調子は良くなり下痢便は無いとの事。怒責によ痔が痛いたため軟膏は続けたいと話されている。8日の夕から継続でヘモポリゾン軟膏
　２g／本 1 本 14本処方となる。
・上村　みわ様～調子は変わらないが内服薬を止めて欲しいと希望を言う。主治医より、腎臓を守る薬のため、飲んでほしいと説明に昼夜とわずに排尿の排泄が多いからと理由を伝えて終了している。今日の夕から排尿のサイクル（回数）を1週間調べるよう指示を受ける。
・中川原　義雄様～本人より、今は調子いいです。物忘れはありますと話されています。苛々や怒りたくなる感情は無いとの事。お腹の調子は良くなってきた。下痢便もないとのこと。8日の朝よりドネぺジル3㎎から5㎎に増量し7日分処方となる。
